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研究要旨 

介護老人保健施設におけるフィールド調査を実施した。 

 

Ａ．研究目的 
老人保健施設における嚥下機能低下の割合、服薬困
難者の割合、口腔内残薬の有無等の出現率を明らか
にするために、調査を実施した。 

 

Ｂ．研究方法  

主任研究者、研究班員とのDiscussion 
（倫理面への配慮） 
個人が特定されない仕組みによる調査手法の検討
を行い調査を実施した。 

 
Ｃ．研究結果   
①施設調査票 
②施設ユニット調査票 
③個別調査票を用いて37の老人保健施設からデー
タを収集した。またそれぞれの施設のユニットお
よび入所者の情報を収集した。得られたデータか
ら、高齢者施設の嚥下困難者における服薬の課題
を整理した。多くの高齢者施設においては薬剤師は
おらず、その支援は看護師を中心に多職種で行われ
ている。老人保健施設では、摂食に対する支援は、
管理栄養士、薬剤師、そして言語聴覚士を中心とし
たリハビリ職が担っている。服薬の支援については、
薬の処方の役割を担う医師が１人であり、かつ薬剤
師を配置していない施設が大半である。 入居者10
0人に対し医師が一人ひとりにきめ細やかな対応を

するには限界がある。そのため、看護職が中心にな
り薬剤管理を行っている。この看護職による薬剤管
理は、薬剤の在庫管理・薬剤につ いての家族への
説明・作用や副作用管理・服薬等の与薬管理・介護
職への薬剤管理指導など多岐にわたっている。 
 
固有の役割に加え、薬剤師の代役も担っている看護
職は負担が大きい。そんな中で、多職種が共同して
服薬の支援を行う体制が望ましいと考えられた。 

 
 
 
 
Ｅ．研究発表 

      なし 
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